
今年で第27回となる日本気球連盟公認の熱気球全国
大会が岩出山で開催されます。
スカイスポーツの普及・啓蒙を図るために開催され、
約30機のバルーンが伊達な小京都岩出山の上空で競技
を展開、また、気球体験試乗(先着200名)・大崎商工会青
年部による売店・他関連イベントが多数実施され、大人
から子供まで楽しめる内容となっています。
（気象状況等により日程が変更される場合があります）

◆開催期間／平成24年11月23日（金）～25日（日）
◆場　　所／大崎市岩出山江合川あったか河川公園
◆時　　間／6：30～15：00（25日 6：30～12：00）
◆交　　通／JR仙台駅から東北新幹線で15分･古川駅
下車、JR陸羽東線に乗り換え岩出山駅から徒歩10分。
東北自動車道･古川ICから車で20分。
お問合せ：大崎バルーンフェスティバル実行委員会（大
崎市岩出山総合支所産業建設課内）0229-72-1215

第27回大崎バルーンフェスティバル
●商工会長セミナー•会長会議 （2）
●秋の叙勲受賞 （2）
●ニッポン全国物産展 （3）
●商工会事業の紹介（栗原南部商工会） （3）
●復興への道標
　　　(多賀城•七ヶ浜商工会、登米中央商工会） （4）
●復興への道標(南三陸商工会) （5）
●ある日の指導員日誌から （5）
●中小企業大学校からのご案内 （6）
●特許出願等復興支援制度のご案内 （6）
●経営豆知識、融資•経営相談会のご案内 （7）
●青年部•女性部コーナー （8）
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商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会

長
会
議
が
去
る
九
月
二
十
五
日
、

蔵
王
町
バ
ー
デ
ン
家
壮
鳳
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。

商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全

国
商
工
会
連
合
会
の
寺
田
範
雄
専

務
理
事
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
商

工
会
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

つ
い
て（
中
央
情
勢
）」と
題
し
て
、

約
一
時
間
半
講
演
が
行
わ
れ
た
。

寺
田
専
務
理
事
は
、
東
日
本
大

震
災
後
の
商
工
会
の
対
応
に
触

れ
、「
未
曾
有
の
大
震
災
の
発
生

直
後
か
ら
行
わ
れ
た
素
早
い
支
援

物
資
の
提
供
や
多
額
の
義
援
金
の

拠
出
等
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

全
国
的
に
会
員
数
が
減
少
し
、
組

織
が
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

全
国
の
商
工
会
組
織
の
強
さ
を
改

め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
八
月
三
十
日
施
行
に

な
っ
た
「
中
小
企
業
経
営
力
強
化

支
援
法
」
や
「〝
ち
い
さ
な
企
業
〟

未
来
会
議
」
を
巡
る
一
連
の
動
き

に
触
れ
、「
今
後
の
中
小
企
業
支

援
体
制
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
の
原
点
に
立
ち

返
っ
て
会
員
へ
の
巡
回

訪
問
を
強
化
し
、
国
・

県
等
中
小
企
業
施
策
の

情
報
を
迅
速
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、高
度
化
・

専
門
化
す
る
経
営
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
職
員
の
人
材
育

成
と
資
質
向
上
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
」
と
強

く
訴
え
た
。

引
き
続
き
、
商
工
会

会
長
会
議
が
開
催
さ

れ
、
被
災
商
工
会
地
区
の
復
旧
・

復
興
状
況
及
び
本
会
の
サ
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し

た
グ
ル
ー
プ
補
助
金
申
請
の
支
援

状
況
に
つ
い
て
報
告
。
ま
た
、
組

織
率
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
に

あ
っ
て
、
い
か
に
会
員
の
加
入
推

進
を
図
る
か
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

さ
ら
に
、
全
国
的
に
商
工
会
の

不
祥
事
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
県
商
工
会
に
お
け
る
管
理

運
営
体
制
の
徹
底
を
お
願
い
し

た
。

講演する全国連寺田専務理事

商工会長会議の模様

支
援
体
制
の
強
化
は
巡
回
訪
問
と

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
！

︱
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議
︱

栄えある受章等おめでとうございます
こ
の
度
、
商
工
会
関
係
で
次
の
方
々
が
受
章
等
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

平成24年文化の日表彰
（産業功労）

平成24年秋の叙勲
（旭日単光章）

舘　

股　

秀　

隆
氏

　
（
玉
造
商
工
会
会
長
）

秋　

葉　
　
　

薫
氏

　
（
丸
森
町
商
工
会
会
長
）

森　
　
　

益　

朗
氏

　
（
前
加
美
商
工
会
会
長
）

武　

藤　

利　

孝
氏

　
（
前
大
崎
商
工
会
会
長
）

鈴　

木　

仁
和
子
氏

　
（
前
宮
城
県
商
工
会

　
　

女
性
部
連
合
会
会
長
）

大　

森　

一　

衛
氏

　
（
前
石
巻
市
牡
鹿
稲
井

　
　
　
　
　

商
工
会
会
長
）
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ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

次
い
で
、
平
成
十
五
年
に
観
光
協

会
と
し
て
、
全
国
初
の
株
式
会
社
化

し
た
㈱
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会

を
訪
れ
、
設
立
か
ら
現
在
の
運
営
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

観
光
都
市
「
ニ
セ
コ
」
の
中
枢

部
で
あ
る
本
法
人
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
①
地
域
経
営
会
社
②
行
政
依

存
体
質
か
ら
の
脱
却
③
柔
軟
で
市

場
変
化
に
対
応
し
た
意
思
決
定
シ

ス
テ
ム
④
地
域
の
商
品
化
に
よ
る

産
業
連
携
の
促
進
と
ニ
セ
コ
業
の

創
造
の
四
つ
で
す
。

最
後
に
、
観
光
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
ニ
セ
コ
町
役
場
を

訪
れ
、
観
光
推
進
と
産
業
育
成
の

観
点
か
ら
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
観
光
ル
ー

ト
を
精
査
し
、
栗
原
地
域
に
多
く

の
お
客
様
が
訪
れ
る
、
魅
力
あ
る

観
光
ツ
ア
ー
商
品
と
し
て
旅
行
会

社
へ
売
込
む
予
定
で
す
。

栗
原
南
部
商
工
会
で
は
「
平
成

二
十
四
年
度
小
規
模
事
業
者
地
域

力
活
用
新
事
業
全
国
展
開
支
援
事

業
」
の
調
査
研
究
事
業
の
採
択
を

受
け
、現
在
事
業
を
推
進
中
で
す
。

本
事
業
は
「
地
域
の
資
源
、
強

み
を
活
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
無

い
新
し
い
取
り
組
み
を
全
国
に
展

開
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
」
事
業

で
す
。
更
に
三
年
度
に
わ
た
り
継

続
実
施
で
き
る
事
業
で
あ
り
、
栗

原
の
観
光
資
源
を
全
国
に
向
け
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

当
該
支
援
事
業
の
中
か
ら
選
択

し
た
の
は
「
観
光
開
発
事
業
」
で

す
。
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
観
光
資
源
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
、
観
光
に
関
す
る
事
業

及
び
そ
の
普
及
に
関
す
る
事
業
で

あ
り
、
一
年
目
と
な
る
今
年
度
は

地
域
内
の
観
光
資
源
の
洗
い
出
し

と
、
着
地
型
観
光
開
発
に
向
け
た

観
光
ル
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
ま
し
た
。

六
月
に
本
事
業
の
方
向
を
見
定

め
る
「
運
営
委
員
会
」
と
、
地
域

事
業
者
を
中
心
と
し
た
「
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
立
ち
上
げ
、

事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
毎
月

開
催
し
、
こ
れ
ま
で
地
域
資
源
再

発
見
の
た
め
の
「
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分

析
」
や
委
員
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
観

光
ル
ー
ト
作
成
」
と
い
っ
た
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

去
る
八
月
二
十
日
〜
二
十
二
日

の
三
日
間
、
先
進
地
調
査
研
究
会

を
実
施
し
、
観
光
都
市
と
し
て
世

界
に
名
を
馳
せ
る
北
海
道
ニ
セ
コ

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

㈱
二
世
古
楽
座
の
運
営
す
る

「
ニ
セ
コ
ア
グ
リ
ガ
ー
デ
ン
」
で

旬
の
野
菜
の
収
穫
体
験
を
行
い
、

代
表
で
も
あ
り
ニ
セ
コ
町
商
工
会

長
の
工
藤
達
人
氏
に
運
営
手
法
を

伺
う
こ
と
が
出
来
、
調
査
員
た
ち

は
栗
原
地
域
で
も
実
践
で
き
る
手

「
日
本
全
国
の
秋
の
味
と
技
」

を
テ
ー
マ
に
、
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物

産
展
in
大
丸
京
都
店
が
、
九
月

十
二
日
〜
十
八
日
の
七
日
間
開
催

さ
れ
た
。

全
国
商
工
会
連
合
会
主
催
の
本

物
産
展
は
、
全
国
各
地
の
地
域
資

源
と
事
業
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
、
物
産
品
の
販

路
を
拡
げ
る
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
自
慢
の
商
品
を
抱
え

七
十
五
事
業
者
が
出
店
し
た
。

宮
城
県
で
は
「
甘
っ
た
れ
う
ど

ん
」、「
ず
ん
だ
餅
」、「
牛
タ
ン
弁

当
」、「
笹
か
ま
ぼ
こ
」
を
販
売
し
、

本
会
職
員
も
店
頭
で
呼
び
込
み
を

行
い
な
が
ら
、
宮
城
の
味
を
来
場

者
へ
紹
介
し
た
。

「
東
北
の
復
興
に
向
け
て
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
東
北
の

物
産
品
が
特
別
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
こ

故：熊谷巍元県連会長
去る7月29日ご逝去さ
れました。心より哀悼
の意を表します。

と
も
あ
り
、
支
援
と
し
て
商
品
を

購
入
し
、
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け

て
い
た
だ
く
客
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

全
国
か
ら
応
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
期
間
を
販
路
開
拓
へ
活
か
す

べ
く
、
出
店
事
業
者
は
熱
心
に
商

品
の
魅
力
を
来
場
者
へ
伝
え
て
い

た
。

熱心に商品をPRする販売風景大勢の買い物客で賑わう物産展

野菜の収穫体験を経験するメンバー

観光推進策について意見交換する場面

地
域
力
宣
言
二
〇
一二

〜「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展

in
大
丸
京
都
店
が
開
催
」〜

「
全
国
展
開
支
援
事
業
」

「
〜
着
地
型
観
光
開
発
の
推
進
〜
」

栗
原
南
部
商
工
会

商工会事業の
紹介
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は
い
か
な
い
。
少
し
で
も
地
域
の

活
力
に
繋
げ
た
い
と
信
じ
て
い

る
。

私
が
出
来
る
事
は
、
や
は
り
会
社

を
通
じ
て
の
地
域
貢
献
で
あ
る
と

思
い
、
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
い
う

気
持
ち
が
湧
い
て
き
た
。

そ
こ
で
以
前
か
ら
気
に
か
け
て

い
た
ア
ナ
ゴ
の
小
骨
を
、
上
手
く

処
理
で
き
な
い
か
考
え
た
結
果
、

ハ
モ
の
骨
切
り
に
ア
イ
デ
ア
を
得

て
、
ア
ナ
ゴ
用
骨
切
り
機
を
独
自

に
制
作
、
稼
働
率
も
向
上
し
好
評

を
得
て
い
る
。

各
物
産
展
に
「
ア
ナ
ゴ
蒲
焼
」

を
出
品
し
た
結
果
、
百
貨
店
バ
イ

ヤ
ー
の
目
に
留
ま
り
、
注
文
数
が

増
え
て
き
て
い
る
。

「
大
地
震
と
大
津
波
」
は
地
域

経
済
の
発
展
を
減
退
さ
せ
、
市
民

の
活
力
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
こ
で
立
ち
止
ま
る
わ
け
に

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

元
従
業
員
達
の
団
結
し
た
大
き

な
パ
ワ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
を
支
え

て
く
れ
る
多
く
の
理
解
者
・
支
援

者
が
い
て
、
私
達
は
復
活
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
の
あ
る

こ
と
の
幸
せ
、
皆
様
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

も
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

会
さ
ん
で
す
。
事
業
計
画
の
た
て

方
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
重
要
性
な
ど

経
営
の
基
本
か
ら
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
震
災
か
ら

五
ヶ
月
後
の
八
月
十
日
に
新
店
舗

の
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
震
災
前
の
店
を
超
え

る
菓
子
店
に
し
た
い
と
、
新
商
品

の
開
発
、
毎
月
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

全
員
で
意
見
を
出
し
合
い
、
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
店
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
和
洋
菓
子
に
加
え
て
今

後
パ
ン
の
製
造
販
売
も
計
画
し
て

お
り
、
応
援
を
し
て
く
だ
さ
る
地

域
の
皆
様
の
た
め
に
も
、
よ
り
魅

力
の
あ
る
菓
子
店
に
し
て
い
き
た

分
の
商
品
が
流
さ
れ
、
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。

そ
ん
な
中
、
一
時
は
廃
業
も
考

え
た
が
、
取
引
先
よ
り
多
く
の
励

ま
し
の
声
や
、
各
方
面
か
ら
の
支

援
を
受
け
決
意
を
新
た
に
し
、
時

間
は
か
か
っ
た
が
再
開
に
漕
ぎ
つ

け
る
こ
と
が
出
来
た
。

今
ま
で
支
え
ら
れ
て
き
た
地
域

の
方
々
に
、
恩
返
し
が
し
た
い
、

地
元
産
の
魚
類
を
原
料
に
し
た

商
品
を
手
掛
け
る
水
産
加
工
会
社

と
し
て
、
一
九
三
八
年
に
祖
父
が

始
め
た
「
か
ね
き
ち
」
が
母
体
。

八
十
五
年
に
現
会
社
名
に
改
称

し
、
焼
き
魚
や
総
菜
な
ど
水
産
加

工
食
品
約
二
十
種
類
を
製
造
し
、

北
海
道
・
東
北
・
首
都
圏
で
販
売

し
て
い
る
。

震
災
に
よ
り
、
従
業
員
や
本
社

工
場
は
無
事
だ
っ
た
が
、
塩
釜
市

の
第
二
工
場
は
地
震
で
地
盤
沈
下

し
、
給
排
水
設
備
が
損
傷
し
、
更

に
は
、
仙
台
港
近
く
の
冷
凍
庫
が

津
波
被
害
を
受
け
、
約
三
千
万
円

震
災
に
よ
り
私
達
が
直
面
し
た

の
は
、
働
い
て
い
た
老
舗
菓
子
店

の
全
壊
・
廃
業
と
い
う
現
実
で
し

た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
従
業
員
で

あ
っ
た
私
達
の
復
活
へ
の
ス
タ
ー

ト
で
も
あ
り
ま
し
た
。

職
場
は
失
い
ま
し
た
が
、
幸
い

経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て

お
り
、
何
よ
り
菓
子
作
り
へ
の
情

熱
は
そ
の
後
も
皆
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
菓
子
店
を
再
開
し
た
い

と
い
う
思
い
で
従
業
員
が
ひ
と
つ

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
私
達
を
店
の
復
活
を
望
む

た
く
さ
ん
の
お
客
様
の
声
が
後
押

し
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
、
会
社
設
立
、

営
業
再
開
へ
と
動
き
出
し
た
私
達

を
熱
心
に
ご
指
導
、
ご
支
援
し
て

い
た
だ
い
た
の
が
登
米
中
央
商
工

新鮮な材料を加工する従業員

おしゃれな雰囲気の店舗外観

「
地
域
の
雇
用
創
出
と
復
興
に
繋
ぐ
」

　
　
㈲
カ
ネ
キ
チ
阿
部
源
食
品

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会

復
興
へ
の
道
標
⑯

「
従
業
員
が
一
致
団
結
し
て
創
業
」

　
　
㈱
菓
音
菓
子
舗登

米
中
央
商
工
会

復
興
へ
の
道
標
⑰

【企業概要】
企業名：有限会社カネキチ阿部源食品
業　種：水産加工業
代表者：阿部　源造
所在地：宮城県宮城郡七ヶ浜町

遠山 5丁目 5番 55号
ＴＥＬ：022-367-6100
ＵＲＬ：http://kanekichi-

abegen.com/index.html

【企業概要】
企業名：株式会社菓音菓子舗

業　種：菓子製造販売

代表者：鈴木　広

所在地：宮城県登米市迫町

佐沼字萩洗 2丁目 1-15

ＴＥＬ：0220-23-2552

第286号（4）発行　平成24年11月3日発行　平成24年11月3日



平
成
が
始
ま
る
年
に
家
業
の
海

産
物
屋
を
継
ぎ
、
こ
れ
ま
で
少
し

づ
つ
拡
げ
て
き
た
本
社
工
場
、
第

二
工
場
、
自
宅
は一
瞬
の
う
ち
に
波

に
さ
ら
わ
れ
、
茫
然
と
立
ち
つ
く

す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
族
を
仙
台
の
親
戚
に
預
け
、

中
学
校
の
体
育
館
で
寝
泊
り
し
て

い
た
私
は
、
し
ば
ら
く
は
行
方
不

明
者
を
捜
索
し
た
り
、
物
資
の
運

搬
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

あ
る
日
、
店
の
あ
っ
た
場
所
か
ら
三

㎞
程
離
れ
た
海
岸
に
看
板
が
漂
着

し
て
い
る
と
知
ら
さ
れ
ま
す
。

全
て
流
失
し
て
、
唯一残
っ
た
も
の

が
看
板
と
は
。
も
う一度
最
初
か
ら

商
売
を
や
り
直
せ
と
い
う
創
業
者
の

声
が
聴
こ
え
た
よ
う
で
し
た
。
そ
の

日
事
業
の
再
建
を
決
意
し
、
避
難

所
の
体
育
館
で
新
工
場
の
図
面
を
書

き
始
め
ま
し

た
。そ

ん
な
時
、

避
難
所
に
商

工
会
の
会
報

が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

見
れ
ば
グ

ル
ー
プ
補
助

金
の
募
集
要

領
で
し
た
。
だ
め
も
と
で
応
募
を

決
意
し
ま
し
た
が
、
流
失
し
た
会

社
の
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
を
仙
台
に

行
って
再
発
行
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
を
作
成
す
る
た
め
に
パ

ソ
コ
ン
を
買
い
、
な
ん
と
か
締
切
ま

で
に
書
類
を
作
成
で
き
ま
し
た
。

運
良
く
一
次
募
集
で
採
択
さ
れ
、

ワ
カ
メ
の
新
物
シ
ー
ズ
ン
に
新
工
場

を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、一次
募
集
の
段
階
で
は
制
度

の
全
体
像
が
見
え
ず
、
事
業
申
請

を
控
え
目
に
し
た
た
め
、
新
工
場

の
補
助
率
は
結
果
的
に
四
分
の一と

な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
一次
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
い
ち
早
く
市
場
に

戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の

日
体
育
館
に
届
い
た
商
工
会
報
に

感
謝
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

新しく完成した会社の外観

グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助

事
業
を
活
用
し
再
生
　
㈱
及
　
新

南
三
陸
商
工
会

復
興
へ
の
道
標
⑱

【企業概要】
企業名：㈱及新
業　種：水産加工業
代表者：及川　孝浩
所在地：宮城県本吉郡
　　　　南三陸町歌津字
　　　　伊里前 39
ＴＥＬ：0226-36-2013

あ
の
忌
々
し
い
東
日
本
大
震
災

か
ら
一
年
六
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た

が
、
名
取
市
は
、
閖
上
・
下
増
田

地
区
の
沿
岸
部
が
津
波
に
よ
り
壊

滅
的
被
害
を
受
け
、
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
た
会
員
事
業
所
も
多
く
、

ま
た
、
仮
設
店
舗
や
仮
設
工
場
等

で
事
業
再
建
に
努
力
し
て
い
る
事

業
所
も
あ
る
も
の
の
、
未
だ
事
業

再
建
が
出
来
ず
に
い
る
事
業
所
も

あ
り
、
震
災
の
影
響
は
非
常
に
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

震
災
当
時
、
い
ま
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
状
況
の
な
か
で
、

直
ち
に
特
別
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
被
災
事
業
所
の
資
金
繰
り
や

労
務
の
相
談
、
国
等
の
支
援
施
策

活
用
支
援
等
に
無
我
夢
中
で
対
応

し
な
が
ら
も
、
頭
の
中
は
「
商
工

会
と
し
て
、
職
員
と
し
て
何
が
出

来
る
の
か
、
何
を
し
た
ら
良
い
の

か
」を
自
問
自
答
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
出
た
答
え
は
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
「
必
要
な
情
報
を

い
ち
早
く
入
手
し
、
迅
速
か
つ
着

実
に
提
供
し
、
誠
意
を
も
っ
て
対

応
す
る
こ
と
」、
す
な
わ
ち
商
工

会
が
常
日
頃
行
っ
て
い
る
事
こ
そ

が
、
こ
の
状
況
の
中
で
最
も
重
要

な
業
務
だ
と
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
迅
速
な
情
報
提
供
を

実
践
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
に
よ
る
仮
設
店
舗
・
工

場
施
設
の
整
備
に
お
い
て
も
、
被

災
さ
れ
た
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
い
ち

早
く
取
り
ま
と
め
、
市
に
対
し
設

置
の
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、
中

小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
復
旧
整

備
補
助
事
業
で
は
、
一
次
募
集
時

よ
り
計
画
策
定
申
請
の
支
援
を
行

う
な
ど
、
被
災
事
業
所
の
一
日
も

早
い
復
興
を
願
い
、
支
援
業
務
に

取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

現
在
、
被
災
地
は
建
築
制
限
に

よ
り
現
地
再
建
が
出
来
な
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
災
事
業
所

の
多
く
は
仮
の
施
設
で
の
一
時
的

な
事
業
再
建
で
あ
り
、
今
後
、
市

が
策
定
し
た
復
興
計
画
に
基
づ
き

街
の
再
建
が
行
わ
れ
る
も
の
の
、

本
格
的
な
復
興
へ
の
道
程
は
ま
だ

ま
だ
遠
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
国
・
県
・
市
等
の
様
々

な
支
援
施
策
を
活
用
し
、
会
員
の

方
々
の
復
旧
・
復
興
の
一
助
に
な

る
よ
う
経
営
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「震災からの
復旧・復興に向けて」

名取市商工会
主任主査
　大　友　　　豊

発行　平成24年11月3日（5）第286号 発行　平成24年11月3日
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経営豆知識

最終期限間近い「金融円滑化法」
1 　金融円滑化法とは
中小企業が金融機関に借入金の返済負担の軽減を
申し入れた際、金融機関は、できる限り条件変更や
返済猶予に応じる努力義務を定めたものである。
平成21年12月、同法が施行されたものであるが
中小企業の業況、資金繰りが依然として厳しいこと
から平成22年12月及び同23年12月と二度に亘っ
て期限が延長され、最終的には平成25年3月31日
まで延長されたものである。
2 　同法の効果及び問題点
金融庁の発表によると平成24年3月末までの中小
企業の貸出条件変更の申し出は、313万4千件、う
ち92.3％が応諾されているという。これらの数値
からも、条件変更申込の対応は、定着しているもの
と思われる。一方で条件の再変更、即ち、再リスケ、
再々リスケが増加傾向にあるともいわれている。
ついては、厳しい経営環境が長期化する中、中小
企業の業績が回復しなければ金融円滑化法の終了を
機に支援を打ち切る事例が増加することが予想され
る。これまでは正常債権に区分されていたが今後は
「要管理債権」（不良債権）となるという問題が予測
されるからである。但し、中小企業向け融資の場合
には、「経営改善計画」は、貸出条件変更時より最
長1年以内に策定し、経営再建を5年以内（最長10
年）に達成すれば良いとされている。これにより同
法終了後、直ちに不良債権に再区分されることには
ならない。
しかし、計画進捗状況が余りにも低調な場合、債
務者区分が見直される可能性が大きく、事後の資金
調達面における影響度は極めて大きいものといえ
る。

3 　出口戦略に向けての諸施策
政府、金融庁は、金融円滑化法の終了を見据え、
種々の施策を打ち出している。
平成23年12月、金融庁は、中小企業の事業再生
支援に軸足を移行させる方針を明確にした。具体的
な支援措置として「産業復興機構」「東日本大震災
事業者再生支援機構」等の創設である。
更に、平成24年4月、「中小企業の経営支援のた
めの政策パッケージ」を公表、特に金融機関による
コンサルテング機能の一層の強化策を掲げた。
4 　今後の課題
終わりに、最終期日の間近い「金融円滑化法」を
踏まえ、特に、条件変更済み事業者を対象に金融機
関取引上の留意点を列記してみたい。
①事業主（債務者）自身が経営課題を正確かつ十分
に認識し、その経営課題に対し、真正面に向き合
い、経営改善、事業再生等に主体的に取り組むこ
とが最重要であり、基本姿勢であるとも思われる。
②同時に、取引金融機関とのコミュニケーション強
化が特に必要である。自社の経営課題について、
キメ細かな助言、コンサルテング支援依頼、状況
によっては外部関係者を仲介依頼、解決策を模索
するのも必要不可欠手段といえる。
③金融円滑法終期及び出口戦略強化に備え、各金融
機関とも態勢強化する等積極的な対応ぶりが伺え
る。また、前述「産業復興機構」「東日本大震災
事業者支援機構」等、種々の制度、組織が創設さ
れている現状であることから、商工会では随時相
談を受け付けているので、早めに対応することが、
問題解決の近道である。

融
資
・
資
金
繰
り
相
談
、
二
重
ロ
ー

ン
問
題
等
解
決
す
る
た
め
「
融
資
・
経

営
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

一
、
開
催
日
時
・
会
場
は
左
の
と
お
り

●開催日　　　 ●開催会場
11月20日（火）：石巻商工会議所
11月21日（水）：古川商工会議所
11月22日（木）：仙台商工会議所
11月26日（月）：大河原町商工会
11月27日（火）：栗原南部商工会
　　　　　　　　　　（志波姫支所）
11月28日（水）：気仙沼魚市場
＊開催時間10時〜 16時（各会場共通）

二
、
内
容

●
一
部
（
十
時
〜
十
一
時
）

　

・
金
融
等
施
策
説
明
会

　
　
　

金
融
施
策
説
明

　
　
　

二
重
ロ
ー
ン
対
策
説
明

　
　
　

支
援
施
策
説
明
等

●
二
部
（
十
一
時
〜
十
六
時
）

　

・
個
別
融
資
、
経
営
相
談
会

三
、
参
加
料　

無
料

四
、
問
合
わ
せ
先

宮
城
県
商
工
会
連
合
会
産
業
支
援
班

０
２
２

−

２
２
５

−

８
７
５
１

融
資
・
経
営
相
談
会

開
催
の
ご
案
内
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第
十
九
回
東
北
六
県
・
北
海
道

商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会
並

び
に
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
東

第
十
四
回
商
工
会
女
性
部
全
国

大
会
が
十
月
十
六
日
、
京
都
府
京

都
市
「
国
立
京
都
国
際
会
館
」
を

会
場
に
、
本
県
参
加
者
二
十
八
名
を

含
む
全
国
各
地
よ
り
約
二
千
六
百

名
の
女
性
部
員
参
加
の
も
と
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

主
張
発
表
大
会
で
は
、全
国
各
ブ

ロック
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
六
名
の

代
表
者
が
発
表
を
行った
。

昨
年
度
は
震
災
の
影
響
で
東
北
・

北
海
道
ブ
ロック
が
出
場
し
な
かった

た
め
審
査
が
見
送
ら
れ
た
が
、
今
年

度
は
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
関
東

ブ
ロッ
ク
代
表
（
静
岡
県
由
比
町
商

北
・
北
海
道
ブ
ロッ
ク
大
会
が
、
去

る
十
月
十
七
日
、
岩
手
県
盛
岡
市

「
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
を
会
場

に
、
本
会
青
年
部
員
三
十
七
名
参

加
の
下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会

青
年
部
の
各
道
県
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
代
表
者
七
名
が
、
自
分
達
の

青
年
部
活
動
や
経
営
体
験
を
通
し

て
得
た
歓
び
や
誇
り
を
、
十
分
間

の
持
ち
時
間
で
熱
弁
を
奮
っ
た
。

本
県
代
表
の
田
中
寛
史
君
（
女

工
会
）
の
望
月
利
江
さ
ん
が
、
由
比

町
の
特
産
品
で
あ
る
桜
エビ
を
モ
チ
ー

フ
に
商
工
会
が
「
さ
く
ら
ゆ
い
ち
ゃ

ん
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
図
を
制

作
し
、
女
性
部
が
地
道
な
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
た
結
果
、
漁
協
、
農
協
、
観

川
町
）
は
、
女
川
町
商
工
会
青
年

部
員
や
本
県
青
年
部
員
の
応
援
を

受
け
、
さ
ら
に
、
女
川
町
の
復
興

願
う
同
志
の
リ
ア
ス
戦
士
イ
ー
ガ
ー

を
従
え
て
、
威
風
堂
々
と
青
年
部

活
動
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
意

識
・
経
営
姿
勢
が
変
わ
っ
て
行
く

気
持
ち
や
行
動
を
と
発
表
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
全
国
大
会
（
徳
島
県
）

への
進
出
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
株
式
会
社
ア
テ
ー
ナ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の
立
石

裕
明
氏
よ
り
「
大
震
災
か
ら
の
事

業
再
生
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、

引
き
続
い
て
盛
大
な
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
交
流
が
図
ら
れ
本
研
修
会

は
幕
を
閉
じ
た
。

光
協
会
と
の
協
力
に
よ
り
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
を
誕
生
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
コ

ン
テ
ス
ト
へ
出
場
し
た
こ
と
で
、
町
全

体
で
「
さ
く
ら
ゆ
い
ち
ゃ
ん
」
を
育

て
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、

グッ
ズ
や
商
品
ラ
ベル
に
利
用
さ
れ
る

な
ど
地
域
振
興
に
寄
与
し
た
こ
と

を
発
表
し
、
見
事
最
優
秀
の
栄
冠

に
輝
い
た
。

基
調
講
演
で
は
服
飾
評
論
家
の

市
田
ひ
ろ
み
氏
よ
り
「“
の
れ
ん
”
を

守
って
生
き
て
き
た
京
の
底
力
」
と

題
し
て
講
話
を
い
た
だ
い
た
。
参
加

者
は
日
本
和
装
師
会
会
長
、エッ
セ

イ
ス
ト
な
ど
多
方
面
で
活
躍
す
る
市

田
氏
の
講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。来年

度
の
全
国
大
会
は
愛
媛
県

に
て
行
わ
れ
る
。

大会会場風景

ヒーローから声援を受ける様子

本
県
代
表 

田
中 

寛
史
君（
女
川
町
）

〜
惜
し
く
も
最
優
秀
賞
の
栄
冠
に
届
か
ず
〜

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会
︱

〜
商
工
会
女
性
部は

ん
な
り
と
〜

︱
第
十
四
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
京
都
︱

〜女性部員増強運動・商工会女性部
カード加入促進運動展開中！〜

9月1日から12月31日まで女性部員増強運動及び
商工会女性部カード加入推進運動を展開しています。
女性部員を増やし、より一層力強い組織として地域

を盛り上げていきましょう。
商工会女性部カードは、セゾンカード機能に部員証
機能と商工会サービス加盟店でのご優待がつき、さら
に女性部にも還元されるカードとなっておりますのでぜ
ひご加入下さい。

な
お
、
主
張
発
表
大
会
の
結
果

は
次
の
通
り
。

○
最
優
秀
賞　

福
島
県
代
表

　
　

押
田　

洋
平
君
（
矢
祭
町
）

○
優
秀
賞　
　

宮
城
県
代
表

　
　

田
中　

寛
史
君
（
女
川
町
）

東
北
六
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
“
絆
”

交
流
野
球
大
会

九
月
二
十
五
日
、ク
リ
ネ
ック
ス
ス
タ

ジ
ア
ム
宮
城
で
、東
北
六
県
の
チ
ー
ム
に

よ
る
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

宮
城
県
代
表
チ
ー
ム
は
一
回
戦

山
形
県
と
対
戦
し
、
４

−

１
で
勝

利
し
た
が
、
第
二
試
合
で
秋
田
県

に
１

−３
で
敗
れ
た
。
各
試
合
と
も

白
熱
し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

終
始
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

ま
た
、
試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

○
優　

勝　

岩
手
県
青
連

○
準
優
勝　

秋
田
県
青
連
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